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「安全」と「安心」

 「安全」

安らかで危険のないこと。平穏無事。

物事が損傷したり、危害を受けたりする恐れのないこと。

→ 客観的

 「安心」

心配・不安がなくて、心が安らぐこと。また、安らかなこと。

→ 主観的



労働災害発生のメカニズム

労働災害は多くの要因が連鎖し、重なり合って発生する

 その要因は、機械設備の設計上の欠陥、点検の未実施、作業者の誤操作、
作業者に対する教育の不足、悪天候での作業、通報の遅れ等

災害発生の基本的モデル図



安全管理上の欠陥
安全確保のための措置が不十分

機械の点検が不十分

作業者の教育の不徹底 等

不安全な状態

機械等の一部に損傷を生じている

安全装置の調整不足 等

不安全な行動

作業者が機械の能力以上の負荷をかける

確認を行わずに作業を行う 等

起因物

機械、装置、環境 等

事故の型

墜落・転落、転倒、はさまれ・巻き込まれ 等

たとえば…



安全性の事前評価

災害発生要因をあらかじめ把握し、防止対策を講じる

リスクアセスメント

危険性又は有害性等
の調査

機械、設備や作業等
労働者の就業に係る危
険性又は有害性を特
定し、労働災害の発生
する可能性と労働災害
の重大さからそのリス
クを評価し、そのリスク
を低減するための措置
を講ずる取り組み

セーフティ・アセスメント

設備やプラントのの
新設・変更、建設工事
の施工等に際して安全
の見地から行われる事
前評価のこと

リスクを許容可能なも
の以下にする安全方策
が講じられているかを
チェックするもの

厚生労働省では、化
学プラント、山岳トンネ
ル等の指針を公表して
いる



機械設備・作業環境の安全化（１）
構造的な安全の確保

危険部分に接触することが無いようガードで囲う、人が危険域に近付いた時に停止
する安全装置を設ける等の措置を講じ、作業者と危険とを隔離した構造とすること

強度的な安全の確保

想定される過重等の負荷、高温、腐食性雰囲気等の使用環境等を考慮して設計し、また、
溶接、熱処理等の加工について品質管理を行い、使用条件に十分耐えられる素材、強度と
すること

安全な制御

機械設備の故障、誤操作等の異常時に機械設備が安全側に作動する機構とすること。制
御装置自身にもフェールセーフ機能を持たせること



作業性の確保

操作装置等について、人間工学的見地から作業者にとって作業しやすく、誤認、誤操作が
少なくなるような配慮をすること

保全性の確保

点検、調整、補修等の作業は、非定形作業であることから災害が発生しやすいため、機械
設備をこのような作業を必要としないものとするほか、それが容易に安全に行えるものとす
ること

機械設備・作業環境の安全化（２）

フールプルーフ

機械設備の誤った操作を防止するほか、又は、誤った
操作をしても危険を排除する構造、機構
（例）脱水機のふたを開けると回転が停止する機構
両手で操作しないと起動しない両手操作装置

フェールセーフ

機械や設備が故障した場合に、そのまま暴走して事故、
災害に結び付くことなく、安全を確保する構造、機構
（例）圧力容器の安全弁
ガスコンロの消火安全装置
故障するとすべて赤になる信号機



安全活動の例（１）

 ツールボックスミーティング（TBM）
 指差呼称運動

 危険予知訓練（KY,KYT,KYK）
 安全提案制度

作業者から安全について提案を求める制度

 安全当番制度

作業者を交代で当番に任命し、作業場の安全パトロールの実施、発見した問題点等を安全日誌に記
入させる等

 安全朝礼

朝礼等の際に安全に関する連絡事項、注意、訓話等を行う

 安全の日の設定

月１回等一定の日を安全の日と定め、意識を高める



安全活動の例（２）

 安全競争
無災害の競争、整理整頓の競争等職場単位で安全に係る目標を定めて競争を行うこと

 安全表彰
安全について創意工夫や地道な活動で成果を上げた者や職場を対象に表彰を行うこと

 ポスター、標語などによるＰＲ
ポスター、標語、災害成績、災害事例等の掲示によって関心を高めるもの

 家庭に対する呼びかけ
夜更かし、不摂生などが災害の間接的要因となることもあることから、家庭の理解と協力を求め
るため、職場見学会などの実施

 「見える」安全活動
危険有害要因を労働者に対して可視化すること




























